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◆◆子育てにはおおむね肯定的！？
母親は子どもとの生活のなかで、どんなこ

とを行い、どんなことを感じているのだろう
か。図01 －01 にはそうした質問項目に対す
る母親の回答結果が示されている。
まず、肯定的な行動や感情についてみてみ

よう。「園の参観日や運動会などの行事に参
加する」「子どもと一緒に買い物に出かける」
などのかかわり行動では、「よくある」と回
答した母親だけでも約70％から90％に達して
おり、こうしたかかわり行動が良好であるこ
とがわかる。肯定的な感情についても「子ど
もが成長したと感じる」「子どもが思いやり
のある言葉や態度を示してくれたと感じる」
という項目に対し、60％から80％の母親が
「よくある」と回答しており、子どもの成長
を実感していることがうかがえる。さらに
「子どもをもつことによって自分自身が成長
したと感じる」という自分の成長に関する肯
定的な感情でも「よくある」に「時々ある」
を含めると90％近くの母親がこれに同意して
いる。
一方、子どもに対する否定的な行動や感情

も少なくはない。「子どもを感情的に叱って
しまう」「子どもの態度にイライラする」「子
どもの様子を見ていると、つい不安になるこ
とがある」「子どもを思わずたたいてしまう」

という項目に対し、約50％から80％の母親が
「よくある」または「時々ある」と回答して
いる。子どもに対する肯定的な行動や感情と
同時に、否定的な行動や感情も存在すること
を忘れてはいけない。

◆◆年長児、第01子への子育ては要注意
図01 －02 には、子育てにおける否定的な

行動や感情について、学年別ならびに出生順
位別に検討した結果が示されている。
まず学年別の分析をみると、「子どもの様

子を見ていると、つい不安になることがある」
「子どもが話しかけてきても相手にしない」
「子どもをよその子と比べて落ち込む」とい
う項目には、学年が上がるとともに同意する
割合が顕著に増加する傾向が認められる。す
なわち、年長児の母親ほど、こうした否定的
な行動や感情を経験することが多いというこ
とである。
次に出生順位別の分析をみると、「子ども

の態度にイライラする」「子どもの様子を見
ていると、つい不安になることがある」とい
う項目に顕著な差が認められる。第01 子に対
してはこのような否定的な感情を抱きやすい
ことがわかる。母親にとって第01 子の子育て
は、わからないことづくめであり、周囲の人
のサポートが必要であるといえよう。

母親は子どもに積極的にかかわり、自分も子どももともに成長しているという
肯定的感情を強くもつ反面、子育てに伴うイライラ感をもったり、子どもを叱
る、たたくといった否定的なかかわりもする。子どもにどうかかわるかは、夫
の影響が大きい。 

日ごろのかかわり 
第１節 

1　子どもとのかかわり 
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■図1－1　日ごろの生活であること 

■図1－2　日ごろの生活であること（学年別、出生順位別） 
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楽の発表会などを見に行く 
 
子どもを感情的に叱ってし 
まう  

 
子どもの態度にイライラする  

 
子どもの様子を見ていると、 
つい不安になることがある 

子どもを思わずたたいてし 
まう 

子どもにブランドの洋服を 
買って着せる 

子どもをよその子と比べて 
落ち込む 

子どもが話しかけてきても 
相手にしない 

0 20 40 60 80 100

81.8  
82.5  
　83.7

子どもを感情的に叱ってし 
まう 
 
 子どもの態度にイライラする 
 
 
子どもの様子を見ていると、 
つい不安になることがある 
 
子どもを思わずたたいてし 
まう 
 

子どもが話しかけてきても 
相手にしない 
 
子どもをよその子と比べて 
落ち込む 

　81.0  
79.5 
 81.2

56.9 
 61.2 
 　66.0

49.1 
 51.3  
49.1

22.4 
 24.0 
　28.0

16.7 
 22.3 
　 23.5

①学年別 

年少（  752人） 
年中（1332人） 
年長（1370人） 

「よくある」＋「時々ある」の％ 
0 20 40 60 80 100

②出生順位別 

第1子      （1785人） 
第2子以降（1676人） 

　85.4  

80.1

　　85.7  

75.0

　 66.3  

57.8

　50.6  

49.0

　26.3  

24.2

　23.8  

19.5

注）サンプル数は3477人。 
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◆◆常勤者は子どもを肯定的にみる
図01 －03では、図01 －01のデータを母親の

就労状況別に分析してみた。
「子どもが成長したと感じる」「園の参観日
や運動会などの行事に参加する」「子どもが
思いやりのある言葉や態度を示してくれたと
感じる」「子どもと一緒に買い物に出かける」
「子どもをもつことによって自分自身が成長
したと感じる」「子どものスポーツの試合や
音楽の発表会などを見に行く」といった子育
てに関する肯定的な行動や感情には、就労状
況による差異はほぼみられない。
ところが、「子どもを感情的に叱ってしま

う」「子どもの態度にイライラする」「子ども
の様子を見ていると、つい不安になることが
ある」「子どもを思わずたたいてしまう」「子
どもが話しかけてきても相手にしない」「子
どもをよその子と比べて落ち込む」といった
否定的な行動や感情には、程度の違いはある
ものの、母親の就労状況による差異が認めら
れた。
とくに、専業主婦と常勤者の間の差異が大

きく、パートはおおむね両者の中間に位置し
ている。専業主婦と常勤者の差異が大きい項
目は「子どもをよその子と比べて落ち込む」
11.6ポイント、「子どもの様子を見ていると、
つい不安になることがある」9.3ポイント、
「子どもを思わずたたいてしまう」8.6ポイン

トであり、これらは専業主婦である母親のほ
うが常勤者である母親よりも、子育てで不安
になったり落ち込んだり、子どもをたたいて
しまうことが多いことを意味している。子ど
もと一緒にいすぎることも、否定的な感情や
行動の原因になりそうである。

◆◆子育てには夫の理解が必要
子育てに関する否定的な行動や感情につい

てたずねた06 項目について、のちの質問項目
□18 02 ）「あなたの配偶者は、あなたが関心を
もっていることや悩みなど『現在のあなたご
自身』を理解してくれていると思いますか」
という項目とクロスさせて分析を行った。結
果は図01 －04に示されている。
一般に、夫から理解（受容）されている妻

（母親）はそうでない妻（母親）よりも、自
分の子どもに対する否定的な行動や感情が少
ないと予想される。結果は予想を支持するも
のであった。
夫が「よく理解している」と回答した母親

は、夫が「ぜんぜん理解していない」と回答
した母親よりも、「子どもの態度にイライラ
する」「子どもの様子を見ていると、つい不
安になることがある」「子どもを思わずたた
いてしまう」「子どもをよその子と比べて落
ち込む」といった04 項目において15ポイント
以上低い値を示した。
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■図1－3　日ごろの生活であること（母親就労状況別） 

■図1－4　日ごろの生活であること（配偶者の理解度別） 
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「ぜんぜん理解していない」「配偶者と一緒に暮らしていない」の選択肢のうち、「よく理解している」（520人）、「ぜん
ぜん理解していない」（235人）と回答した人。 
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◆◆家庭での知育活動は少ない
母親が家庭内で子どもとしていることを、

早期教育にかかわることも含めてたずねてみ
た。12項目に対する母親の回答結果が図01－
05に示されている。
「ほとんど毎日」しているのは「子どもと
一緒に話をする」94.9％、「子どもに一日の
出来事を聞く」82.5％である。それに続くの
は、「テレビの幼児向け教育番組を見せる」
57.7％、「家族みんなで食事をする」46.8％、
「子どもと一緒に遊ぶ」45.2％であった。一
昔前までかなり重視されてきた「子どもに家
事を手伝わせる」は26.0％であった。
また、「ひらがなやカタカナの学習をする」

「数や算数の学習をする」「英語のビデオ教材
を見せたり、ＣＤ教材を聞かせたりする」
「パソコンを使って遊んだり、学習したりす
る」といった積極的な意味での知育活動は
10％にも達しなかった。
次に「週に03 ～04 日」も含めてみると、過

半数に達するものが06 項目となる。このなか
で早期教育にかかわると考えられる項目は
「テレビの幼児向け教育番組を見せる」だけ
である。その他の早期教育にかかわる項目で
は、「絵を描いたり、粘土や折り紙で遊んだ
りする」「絵本や本の読み聞かせをする」と
いった02 項目が05 割弱である。かなりの出費

が予想される「英語のビデオ教材を見せたり、
ＣＤ教材を聞かせたりする」「パソコンを使
って遊んだり、学習したりする」は10％にも
達しなかった。総じて、家庭での知育活動は
少ないように思われる。

◆◆保育園児の家庭のほうが
家族みんなで食事をする

図01－06には、図01 －05 のデータを幼稚園
児の母親の回答と保育園児の母親の回答に分
けて分析した結果が示されている。
両者で05 ポイント以上の差異がみられる項

目は05 項目あった。もっとも大きな差異は
「家族みんなで食事をする」の15.0ポイント
で、保育園児の家庭のほうが幼稚園児の家庭
よりも、家族みんなで食事をすることが多か
った。興味深い結果といえる。
残りの04 項目、具体的にいえば「テレビの

幼児向け教育番組を見せる」「子どもと一緒
に遊ぶ」「絵を描いたり、粘土や折り紙で遊
んだりする」「絵本や本の読み聞かせをする」
にはこれとは反対の結果がみられ、幼稚園児
の母親のほうが高く評定していた。いずれの
項目も遊びと関連した早期教育であるといえ
よう。幼稚園児のほうが保育園児よりも、早
期教育を多く受けているようである。

母親は家庭内で子どもとどんなことをしているのだろうか。圧倒的に多かった
のは「話をする」「一日の出来事を聞く」であった。早期教育にあたるような
ことをしている母親は少なく、とくに英語やパソコンにかかわることは少なか
った。 

2　子どもと一緒にしていること 
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■図1－5　子どもとすること 

■図1－6　子どもとすること（幼保別） 
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◆◆母親は子どもの様子や態度を
肯定的にみる

母親が子どもの様子や態度について、どの
ように感じているのかをたずねた。その結果
が図01－07に示されている。子どもの肯定的
な様子や態度が上から07 項目、否定的な様子
や態度がその下の06 項目である。
全体的な傾向として、母親は自分の子ども

を肯定的に（否定的ではなく）評価している
ことがわかる。そこで、「とてもそう」感じ
るという回答者の割合で詳しく検討してみる
と、「やさしい」「素直である」「好奇心が強
い」という03 項目はいずれも25％以上であり、
かなり肯定的に評価していることがわかる。
一方、否定的な項目では「だらしがない」
「乱暴である」「友だちができにくい」という
項目が01 ％台であり、否定的な評価のなかで
もとくにその割合が低い。
また、「とてもそう」に「まあそう」を含

めて検討すると、肯定的な項目の「がまんづ
よい」「容姿がよい」「運動神経がよい」は
45％程度にまで達するが、「頭がよい」は
37.1％にとどまる。興味深いのは否定的な項
目の「落ち着きがない」「わがままである」
である。「とてもそう」＋「まあそう」と
「あまりそうでない」＋「まったくそうでな

い」で二分するとほぼ同じ割合になる。否定
的な項目に対して「そうである」（「とてもそ
う」＋「まあそう」）という回答が少ないな
かで、「落ち着きがない」と「わがままであ
る」という項目は比較的「そうである」とい
う回答が多いといえる。

◆◆幼稚園児の母親のほうが肯定的か？
図01－08では、子どもの様子や態度をどう

みるか、幼稚園児の母親と保育園児の母親に
分けて分析を行った。両者の見方に05 ポイン
ト以上の差異がある場合を拾ってみよう。
図の上から、幼稚園児の母親のほうが高く

評定している項目は「がまんづよい」の01 項
目であり、反対に保育園児の母親のほうが高
く評定している項目は「好奇心が強い」「落
ち着きがない」「わがままである」「乱暴であ
る」の04 項目である。
この結果は、一見保育園児の母親のほうが

子どもを否定的にみているように判断される
がどうだろうか。一般に幼児は落ち着きがな
いこと、さらに積極的な行動が乱暴とみられ
ることなどを考慮すると、必ずしも保育園児
の母親のほうが子どもを否定的にみていると
はいえないようにも思われる。

母親は子どもの様子や態度を比較的肯定的にみている。男女別にみると、男子
は落ち着きがなく、女子はがまんづよいと認識している。出生順位別にみると、
第1子は落ち着きがなく、第2子以降は運動神経がよいと考えていることがわ
かった。 

子どもの態度・様子 
第2節 
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■図1－7　子どもの様子や態度 

■図1－8　子どもの様子や態度（幼保別） 
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注）サンプル数は3477人。 
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◆◆男子は落ち着きがなく、
女子はがまんづよい
図01－09には、子どもの様子や態度を、性

と出生順位の視点から分析した結果が示され
ている。
性別の分析で05 ポイント以上の差がある項

目を拾うと、図の上から順に「がまんづよい」
「頭がよい」「落ち着きがない」「引っ込みじ
あんである」「乱暴である」の05 項目である。
男子は女子よりも「落ち着きがない」「乱暴
である」、女子は男子よりも「がまんづよい」
「頭がよい」「引っ込みじあんである」とみら
れがちである。
おとなは一般に、性差にもとづく決まりき

った判断をする傾向（ステレオタイプ）があ
るといわれるが、この結果もそれに影響され
ている可能性が高いと思われるがどうだろう
か。
出生順位別の分析で第01 子と第02 子以降の

間に05 ポイント以上の差が認められた項目を
拾うと、図の上から順に「容姿がよい」「運
動神経がよい」「頭がよい」「落ち着きがない」
「引っ込みじあんである」の05 項目である。
第02 子以降のほうが高いのは「運動神経がよ
い」である。これは私たちの日常的な知見と
一致するように思われる。また、その他の項
目は第01 子のほうが高いが、これもいわゆる
長子における一般的な傾向ではないだろう
か。

◆◆子どもの見方が子どもへの
働きかけに影響する

表01 －01には、「子どもの様子や態度」の
04 つの問いと、すでに本章の第01 節02 項で分
析した「家庭で子どもとすること」の04 つの
問いとをクロスして分析した結果が示されて
いる。数値の見方は表の注を参照していただ
きたい。
値の差が大きいもの（08 ポイント以上の差

があるもの）をみると、「好奇心が強い」場
合の「子どもと一緒に遊ぶ」、「容姿がよい」
場合の「子どもと一緒に遊ぶ」、「頭がよい」
場合の「絵本や本の読み聞かせをする」の03
つである。これらは、母親が自分の子どもを
「好奇心が強い」「容姿がよい」とみている場
合には「子どもと一緒に遊ぶ」ことが多いこ
と、同様に、「頭がよい」とみている場合に
は「絵本や本の読み聞かせをする」ことが多
いことを意味している。因果関係の方向は特
定できないが、子どもの様子や態度を母親が
どうみるかによって、母親が家庭で子どもと
する行動に違いがでてくる可能性が示された
といえる。
ちなみに、「運動神経がよい」場合の「テ

レビの幼児向け教育番組を見せる」に－5.7
ポイントの差異がみられるが、これは、母親
が自分の子どもを「運動神経がよい」とみて
いる場合にはテレビの幼児向けの教育番組を
見せないことが多いことを意味している。自
分の子どもを「運動神経がよい」とみている
母親は、運動することを奨励しているのだろ
うか。
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■図1－9　子どもの様子や態度（性別、出生順位別） 

■表1－1　子どもの様子や態度 

「とてもそう」＋「まあそう」の％ 「とてもそう」＋「まあそう」の％ 

（全体） 

男子（1790人）     
女子（1682人） 

第1子　　（1785人）   
第 2子以降（1676人） 

やさしい （92.1）  

素直である （76.3） 

好奇心が強い （71.7） 

がまんづよい （46.1） 

容姿がよい （45.4）  

運動神経がよい （44.1） 

頭がよい （37.1） 

落ち着きがない （34.5） 

わがままである （33.9） 

引っ込みじあんである （24.5）  

だらしがない （11.7） 

乱暴である （10.4） 

友だちができにくい （  7.9） 

①性別 ②出生順位別 

  好奇心が強い             容姿がよい   運動神経がよい  頭がよい 

 高群 低群 差 高群 低群 差 高群 低群 差 高群 低群 差 

テレビの幼児向け教育 58.0 53.6 4.4 58.9 57.9 1.0 56.5 62.2 －5.7 58.3 59.0 －0.7 
番組を見せる  

子どもと一緒に遊ぶ 47.1 39.1       8.0 48.7 38.1 10.6 46.1 44.6 1.5 46.8 43.0 3.8 

子どもに家事を手伝わ 27.1 22.2       4.9 27.5 22.3 5.2 27.4 25.3 2.1 29.0 22.2 6.8 
せる 

絵本や本の読み聞かせ 24.3 18.4       5.9 25.8 20.6 5.2 23.1 22.8 0.3 29.1 18.8 10.3 
をする 

注）「子どもの様子や態度」の項目（例えば、好奇心が強い）で、「とてもそう」と「まあそう」に回答した人を高群、「あま
りそうでない」と「まったくそうでない」に回答した人を低群として、その人たちのなかで「家庭で子どもとするこ
と」の項目（例えば、テレビの幼児向け教育番組を見せる）に対して「ほとんど毎日」と回答した人の割合（％）と
両群の差（％）を示した。 
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